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は じ め に 

 

 県教育委員会では、昨年度から、幼稚園・認定こども園等での教育・保育のより一層の

充実と、小学校以降の教育との円滑な接続を目指し、「学びに向かう力育み事業」を実施

しております。指定を受けた園においては、それぞれの地域や園に合った方法で研究を推

進し、教育・保育の充実や教育課程の見直しを図っていただきました。また、本年度 10

月～12 月に、指定園で開催いただきました公開保育・研究協議会には、県内幼稚園、保

育所、認定こども園、小学校等から、多数の先生方に参加いただきました。公開保育・授

業の参観や分科会別協議、講演をとおして、本県の幼児教育を一層充実するための機会に

なったと感じております。 

 さて、新幼稚園教育要領、保育所保育指針、幼保連携型認定こども園教育・保育要領が

告示され、平成 30 年度から全面実施されます。 

今回の改定では、３歳児以上の教育について整合が図られ、幼児教育としての共通性

が確保されました。また、幼児教育から高校教育をつなぐ柱の一つとして、「学びに向か

う力・人間性等」が示されました。 

この「学びに向かう力」の育成は、本事業がめざす、本県の幼児教育の方向性と同じ

ものであるといえます。 

このたび、まとめていただきました指定園の実践は、幼児教育での「学びに向かう

力」を明らかにするとともに、「学びに向かう力」を小学校以降の教育に接続し引き継ぐ

手立てについて、多くの取組の中から、凝縮した内容を掲載しております。具体的な取組

をヒントにしていただきながら、それぞれの校園でますます研究を進めていただき、幼児

教育の充実と、幼小の円滑な接続に一層努めていただきたいと思います。 

最後になりましたが、本指定事業に熱心にお取り組みいただきました指定園ならびに、

指定園の研究を支えていただきました市町の担当課の皆様、研究に協力いただいた教職員

の皆様に厚くお礼申しあげます。 

 

平成２９年３月 

滋賀県教育委員会事務局幼小中教育課 

課 長  西 嶋  良 年 
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１ 主題設定の理由 

   瀬田南学区は瀬田川流域という交通の利便性もあり、奈良時代より栄える歴史と文化の町である。 

幼稚園の改築時に保育園も新設され幼保が同じ施設内で生活するようになって３年目になる。瀬田南

学区の幼・保・小で話し合う中で共通する瀬田南学区の子ども達の課題を捉え、本園での目指す子ど

も像を考えることにした。 

 
 
 
 
 
 

 そして、目指す子ども像に迫るために、 

 

 

 

この３点を大事にした保育を通して、学びに向かう力を育むために必要な指導力や小学校との連携

について探ることにした。 

 

２ 研究の方法 

（１）  幼稚園・保育園の事例から指導のあり方を改善（焦点化）する 

① 安心して過ごせる場・思わずやってみたくなる遊び・支え合い響き合う仲間づくりの３点を大事

にした保育をする。子どもの姿から「楽しさ」と「学び」が感じられる場面（以下【育ちのキラ

リン】と記載）を見つけ学びのエピソードシート（以下4【まなエピ】シート:図１）に記入。 

② 【まなエピ】シートに記入した【育ちのキラリン】について、なぜ子どもの姿がキラリとひかる

と感じたか、その姿が生まれた要因は何かを考え、協議しながら指導のポイントをまとめる。 

③ 何を【育ちのキラリン】と感じ、どういう指導が望ましいか協議する中で、幼・保・小の校種に

よる視点の違いや共通点を取り上げ、保育改善や指導力の向上に生かす。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２） 幼稚園・保育園・小学校が互いの保育や授業を見合う 

    

 

 

大津市立瀬田南幼稚園 

《私たちの捉えた課題》 

・諦めやすいが、とびつきは良い 

・自分で考える前に保育者に頼る 

・“もっとこうしたい”という 

伝え合いが弱い 

《めざす子ども像》  

わくわく、のびのび、いきいき生活する子ども 

・最後まであきらめずにやり通そうとする 

・自分で考え、やってみる 

・“もっとこうしたい”と仲間と伝え合いながら遊ぶ 

・安心して過ごせる場 ・思わずやってみたくなる遊び ・支え合い響き合う仲間づくり 

（平成２７年度に瀬田学区の保・幼・小・中で共有した教育・保育の視点でもある） 

図１ 『まなエピ』シート  

★【幼保小連携に

おける大切にした

いこと】 

◆【みんなで考えよう指導の Point】 

「育ちのキラリン」の背景やきっ

かけとなった要因を協議し、環境

と支援のポイントをあげる。 

★【育ちのキラリン】 

気付き、試行錯誤、

探究、予測、表出、

一緒に考える、など 

共通する「目指す子ども像」にどうアプローチするか、その方法

の相違点や共通点を探り、小学校への接続を意識した保育の在り方

について考える。 

★【就学までに育てたい力】 

★【保育者の思い・願い・迷い】 ★「楽しさ」と「学び」

が感じられた場面の写真

を添付（図 2） 
★【事例】 

子どもの姿や

保育者の関わ

り、環境など 

研究主題：わくわく、のびのび、いきいき生活する子どもを育てる 
 

～ 一人ひとりを大切にする保育 ～ 
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３ 研究の内容 

（１）『まなエピ』シートの分析から保育者の指導のポイントをまとめる 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

（２） 子どもの学びの深まりと保育者の関わりの関係性を探る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

４ 幼児期の学びに向かう力を小学校へつなぐ取組 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 研究の成果と課題 

子どもの姿の背景にある気持ちや要因について、【まなエピ】シートを紐解きながら考察することで

保育改善のヒントを得ることができた。日々の保育の振り返りは自己反省だけに終わりがちであったが、

【まなエピ】シートは自己反省を保育改善の意欲につながるものへと変えていった。環境の再構成、友

だちとの関わりなど、【育ちのキラリン】を生むための指導のポイントをまとめることが、明日の保育

に臨む心構えにつながった。また「楽しい」だけでなく「学び」の視点を取り入れることで、小学校の

先生方から、保育を単なる遊びでなく教育であると感じたという声を聞くことができたのも成果の一つ

である。これからも校種を超えて子どもを中心にすえた研究を継続し、公立のスタンダードとして学び

合いを進めた実践について発信していきたい。 

【まなエピ】シートには「楽しさ」と「学び」が感じられた場面

を「育ちのキラリン」と名付けて取り上げ、そのきっかけとなっ

た背景（保育者の関わり、環境、友だちとの関わり）を分析す

る。（図２）「楽しい」と同時に「学び」も膨らむような子ども

の変容には、どのような要因があったかについて考察する。 

◆本園の考える「楽しい」「学び」とは 

「楽しい」とは…  ・おもしろうそう ・やってみたい ・夢中になる ・自然と笑顔になる  

・繰り返しやってみたくなる ・友だちと一緒にしたくなる 

「学び」とは…  ・問題解決にむかって試行錯誤する ・納得する ・経験を次に生かす  

・自信をつける ・遊びの中の法則性に気付く 

図２ 「楽しい」と「学び」の座標軸  

【まなエピ】シート（実践事例）から、保育者の

関わりと学びの深まりを「楽しい」と「学び」の座

標軸の上で考えながら子どもの姿の変容を捉えると、

変容のきっかけを生むのは保育者の関わりであるこ

とが多い。そこには保育者が語る言葉だけでなく、

環境構成、環境の再構成、友だちとの響き合いのき

っかけづくりなど、様々な要因がある。大切なこと

は「保育者にしてもらった」のではなく、子ども自

身が「自分でやった」と思えるような仕掛けである

と考える。そこで、保育者の関わりを「 （しず

く）」、学びの深まりを「波紋」で表し、保育者の

関わりと学びの深まりの関係性を図３のように表し

分析に生かすことにした。 

図３「学びの深まり」と「保育者の関わり」 

 
 

目指す子ども像は同じでも、そのアプローチ

の方法は幼児期と小学校は異なる。 

幼児期での学びが小学校の学びへとつながる

ために、互いの保育や授業をまず見合い、さら

に事後の研修会で話合うことにより、互いの教

育の内容を知り、相違点や共通点に気付くこと

ができた。 
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１ 主題設定の理由 

   本園は、琵琶湖の北側に位置し、緑豊かな地域である。３世代のつながりが強く、地域の方も温か

く子どもを見守ろうとする風土がある。 

子どもたちは、純朴で素直な子が多く真面目でおとなしい。これは良い面ではあるが、自分の意思

を表現することに対しての弱さともとれる。そこで、子どもたちに“自主性や主体性”をもってのび

のびと行動していくための“たくましく生きる力”を育てたいと考え、平成２３年度より、体を使っ

た遊び（リズム運動・体操・リトミック・運動プログラム）を積極的に保育に取り入れる取り組みを

進めてきた。 

このような取り組みを進める中、リズムに合わせて様々な動きを楽しんだり、固定遊具に触れたり

する機会が増えるなど、多くの子が体を動かすことに気持ち良さを感じるようになった。また、ケガ

が減り、体力が付いてきたことで活動後も疲れにくくなるなど、身体面では着実に成果があらわれて

いる。しかし、自己発揮の面では、まだまだ自分の思いを出せずにいることも多く、また、言われた

ことは出来るが自分から行動することが苦手であるなどの課題もみられる。 

そこで、今年度はいろいろな運動あそびや体験活動を通して「自分の思いを十分に発揮ができる

子」をどのように育くんでいくのか、また、「学びのサイクル（下図参照）」につながる環境構成や保

育者の援助のあり方について探りたいと考え本主題を設定した。 

 

２ 研究の目標 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 研究の進め方 

① 子どもの姿から課題を見いだし、子どもの実情を捉える（実態把握） 

② いろいろな運動遊びや体験活動を意図的に計画していく（計画） 

③ 研究保育や事例研究を行う（研究保育） 

④ 子どもの内面について考える（幼児理解）  

⑤ 子どもの姿や保育実践事例・考察をまとめ生かしていく（まとめ） 

 

 

      

長

長浜市立にしあざい認定こども園 

 研究主題：心も体も元気いっぱいきららっこ 

      

 

～いろいろな運動あそびや体験活動を通して自己発揮できる子を育むために～ 

 

研究構想図 
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４ 実践事例 (身近な生き物になって遊ぼう）   

    

５ 幼児期の学びに向かう力を小学校へつなぐ取組 

（１）西浅井地区連携協議会におけるこども園・小学校（２校）・中学校（１校）の職員合同研修、小

学校教員のこども園保育参観および意見交換 

（２）園児と児童の交流について計画を立て、実践をする。（５歳児と小学５年生の交流、５歳児と小

学２年生の交流、中学生の職場体験、ボランティア活動など） 

 

６ 研究の成果と課題 

今年度、「いろいろな運動遊びや体験活動を通して自己発揮できる子を育むために」というテーマの

もと、各クラスの研究保育および事例検討を進めてきた。保育者が子どもの発達年齢に応じた様々な運

動遊びや活動を工夫し、計画的・意図的に取り入れていくことで子どもたちの内面に「学びのサイク

ル」がうまれ興味・関心→挑戦→自信→意欲が自己発揮につながることや、このことが小学校への｢学

びに向かう力｣に大きくつながっていくのだろうということが分かった。改めて就学前の子どもの遊び

や生活の中には多く学びの基礎があることを認識すると共に保育者の役割の大切さを感じた。また、こ

の取組を通して、地域の小学校の先生にも「就学前の学びが何か」を知ってもらう機会となった。今後

も小学校との連携を深めながら、環境と援助のあり方について、一層学びを深めていきたい。 

子どもの姿 読み取り 

【先生みてみて！】 

 

 

 

Ａ 児：カエルになりきり、台の上からマットの上

にあるカエルの絵表示（右写真）に向かっ

て繰り返し跳んでいる。 

保育者：「強い足やなぁ。カエルさんみたいに、し

っかり手を付いてね。」 

Ａ 児：保育者を見て笑う。再び台に乗り「いっせ

ーのーゲロ！」と声を出す。 

保育者：「Ａちゃん上手ね。どうやって跳ぶの？先

生にも教えて！」 

Ａ 児：「見てて！」「ぴよよよよーん」 

（※手を大きく上にあげ、思いきり跳んで見せた） 

保育者：「ありがとう。教えてくれて。」 

Ａ 児：笑顔で保育者を見る。 

Ｂ 児：「ぼくも跳べる！見てて！」と保育者に目

をやり、勢いよくジャンプする。 

保育者：「おお～！Ｂ君は王様がえるまで跳べた

ね。すごいね～。Ａ君はどこまで跳んだか

な？」と言う。 

Ａ 児：「トノサマガエルまでやで！見てて！」

と、思い切り跳ぶ。着地すると笑顔にな

り、すぐに保育者のほうを見た。 

保育者：「すごい！トノサマガエルまで跳べた

ね！」 

Ｂ 児：「ほんまや、すげー。ぼくももっと跳ぼお

っと」と笑顔で台に上り跳ぶ。 

 

 

 

 

・保育者に「強い足」「手をしっかり着いてた」と

具体的に褒めてもらったことから、さらに意欲的

に挑戦する姿につながった。保育者の声がけの

後、「ゲロ！」とカエルになりきった言葉がでた

ことからも、この遊びへの楽しさが増したことが

分かる。この時期、大好きな保育者に認められる

ことは、子どもにとっての大きな自信につなが

り、繰り返しやってみたいという意欲につなが

る。 

・保育者が「教えて」と声をかけたことで、先ほど

よりもさらに大きな動きを意識して表現すること

ができた。保育者に笑顔を見せた様子から、Ａ児

の満足感がうかがえる。 

・Ｂ児は、Ａ児と保育者が関わる様子に関心をもっ

たことで、自分から保育者に対して「見てて」と

主張することができた。 

・活動に消極的なＢ児にとっては、Ａ児と保育者の

存在はもちろん、カエルの絵表示が跳ぶ目印とな

り、自分なりに目的をもって挑戦しようとする意

欲につながった。「やってみたい・もっとした

い」という挑戦意欲をかきたてるには、友だちの

刺激や保育者の認め、さらには「ちょっと頑張っ

てみたらできた」と思えるような「自分で試しな

がら無理なく挑戦できる環境」がとても大事であ

る。 

【４歳児・５月】 

 

Ａ児・保育者の２人が台の上からカエルジャンプをして遊んでいる。 

そばでＢ児がその様子を見ている。 

マット上には、小さいカエルからトノサマカエルまで、距離による数段階の表示がある。 
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１ 主題設定の理由 

本園と小学校は道を挟み隣接している。登下校時や休み時間には、小学校の校舎から幼稚園に向け

て声をかける子どもの姿や、小学校で開催する運動会練習のために幼稚園から毎日通う等、立地的に

はすぐに足を運べる距離である。吉身小学校区では、１・５交流を通して年３回、授業や保育の中で

意図的に関わりをもち子ども同士の交流をしたり、アプローチカリキュラム、スタートカリキュラム

の作成をしたりして、幼小連携を図ってきた。しかし、その内容は形式的なもので、お互いが大切に

している指導観や教材観を知りえないまま進めている現状があった。そこで、それぞれの発達段階や

特性に裏付けられた、“学び方”を幼小が共に理解することや、それぞれが総合的な学び、系統的な学

びの中で“主体的に学ぶ姿勢”を育むためにどのような保育や授業の展開をしていくことが必要なの

かを教師どうしが知り合い、考えることにこそ意味があると考え、本主題を設定し研究を進めること

にした。 
 
２ 研究の目標 

幼稚園、小学校の教師が保育や授業を見合い意見交換することで、互いの指導観、教材観を知る。

その中で、具体的な教師の役割や援助、環境のしつらえや工夫など互いに明らかにし、幼児期、児童

期の“学びの姿や過程”を検証し、子どもたちの「学びの芽生えから学びの基礎へ」学びに向かう力

を育む。 
 
３ 実践事例 

（１）１・５交流のための合同指導案の作成 
   １・５交流を行うにあたり、幼稚園教師と小学校教師が、保育や学習に関わって、子どもたちがこ

れまで、また今どんな経験をしているのか、どんなねらいをもって実践しているのかを互いに話し合

い合同指導案を作成した。その中で、互いの指導観や教材観が理解でき、互いのねらいを意識におい

た保育展開、授業展開につながった。 
 
（２）保育公開授業公開と合同の研究会、研修会 
 
 
 

 ・学期に１回、幼小それぞれが保育公開、授業公開を行

い、実際の子どもの姿や教師の関わり、指導の様子を参

観した。その都度、事後の合同研究会で幼小教師がそれ

ぞれの視点で意見交換をする中で、互いの考え方や大事

にしていることなどを知ることができた。2 学期には、

幼小で領域や教科を意識し参観したことで、より学びの

連続性やつながりについて互いの理解が深まった。 
・研究会で学んだことを、次の実践へと生かすことにも

重点を置いた。合同研究会の他にも、互いの校内研、園

内研に参加し実際に見て、話し合うことを重ねると、幼小の発達段階に裏付

けられた「学びのサイクル」があることや、

子どもの主体的な活動が、学びに向かう力を

育み、教師の期待する確かな学びの実現につ

ながることが見えてきた。 
 
 

1 学期：幼「戸外で春の遊びをしよう」 小「国語科 おはなしたまいれ」 
2 学期：幼「お店やさんごっこをしよう」小「算数科 長さ比べ」 

守山市立吉身幼稚園 

研究主題：「学びの芽生えから学びの基礎へ」 
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４ 成果と課題 

○教師の活動への意図や計画を明確にするための教材研究の必要性 
幼稚園教育は、幼児期の特性をふまえ環境を通して行うものであるが、研究を進める中で、教材研

究の重要性に改めて気づくことができた。子どもがかかわっていこうとするすべての環境には教材の

ねうちがあり、子どもをとりまく環境から、子どもたちはどんな刺激を受け、どんな活動につなげ発

展させていけるのか、また、その活動を通して子どもの何を育てていけるのかなど、教師自身がしっ

かりとした教材観をもっていなければ、一人ひとりの育ち、学びに向かう力を育むことができない。

一つの事例を深く研究し、教師間で話し合うことは、様々な視点から多様な教材のねうちを考えるこ

ととなり、具体的な活動展開、教師の意図や計画明らかにすることにつながり、教師自身の力となっ

た。 
 
 
 
 
 
 
 
○主体的な活動が学びに向かう力を育む 
幼児は自分の興味や関心の中で、くり返しくり返し“もの・こと”に向き合いながら、そのものの

本質を知り、活用の仕方を理解し、習得していくといった幼児期なりの学びをしている。また、今ま

でに自分が経験し、すでに知り得ている「わかる・できる・知っている」を拠り所として、自分のし

たいことの実現や困ったことの解決など、次の高みへと向かっていく。この幼児期ならではの、もの・

ことにくり返し向き合おうとする姿を十分に認め保障していくことが “自ら学ぶ力”“主体的に学ぶ

姿勢”等小学校の学びの基礎につながる、学びに向かう力を育んでいくのではないかと考える。 
 
○学びのサイクルを意識した授業保育づくり＝学びの接続 

「心が動く」→「やってみる」→「試行錯誤」「できた、わかった」という学びのサイクルは、幼稚

園でも小学校でも共通している。この「心が動く」ことが主体的な学びの重要な鍵であることを意識

し、教師の最大の工夫と配慮がされていない保育や学習が展開されていては、子どもの確かな学びに

はつながらない。「学びのサイクル」を意識して、保育や授業を実践していくことが、子どもの学びに

向かう力を育んでいくことになる。 
 
○教師間の授業保育の事前から事後まで語り合いによる幼小接続 
幼小接続には何よりも教師同士が顔を合わせて、参観した保育や

授業について、くり返し語り合うことが重要であることを実感した。

いくら立派なカリキュラムがあっても、互いが実際にどんな保育教

育を展開しているのか、どんなねらいをもって行っているかを見て、

質問や説明をし、話し合い、感じ考えることなしでは、理解できた

とは言えない。また、教師の語り合いの中で、幼稚園は小学校を通

して、小学校は幼稚園を通して、自己の「幼稚園教育の在り方、小

学校教育の在り方」を改めて問い直すことができ、自らの明日の保

育、教育に生かしていこうとできるようになると考える。教師にも

子どもと同様の学びのサイクルがあり、自ら学ぼうとしていくこと

が重要で、さらにそれを継続、発展させていくかが課題である。 

自分の考える色を作るために、使

う素材や水の量、道具など自分で

選ぶことができる 

友だちのしていることに気づき観察した

ことを模倣し、自分の遊びに取り入れた

り友だちとのやりとりをしたりできる 

色水の液の濃度、透明感、色の濃

度、混色等の多様な発見ができる 

花や葉っぱ等には、厚み、硬さ、色の

出具合、においなど性質に違いがある 
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１ 主題設定の理由 

  ◎子どもの姿と課題 
 子どもたちは、好奇心旺盛であるものの、生活経験が乏しいことから、遊びの工夫や遊びを

発展する力が弱く、教師の働きかけを待つ子が多い。降園後は、稽古ごとや塾などに通い、戸

外で遊ぶ経験や友だちと群れて遊ぶことが少ないため、体の使い方やバランスが悪く、友だち

と思いを出し合いながら体を使って遊ぶ楽しさを感じられないまま過ごしている。 
◎小学校区の課題 

①環境や人に関わっていこうとする力や体を十分に使って遊ぶ楽しさが感じられていない。 
②思いを言葉で伝える方法やコミュニケーション力など人と関わる力の弱さがある。 

◎研究の取組 
日常生活を支える指先の力や体の使い方、バランス力を促す運動遊びを取り入れ、「もっとや

りたい」「続けたい」という意欲をもちながら遊ぶ中で生まれる感情こそ、就学以降の学びに向

かう力につながっていくと考え、自尊感情を育むための環境構成や援助の在り方を探る。 
２ 研究の目標 

  ◎研究主題にせまるための考え方  
   仮説１ 主体的に取り組む姿勢 

『やりたいな』『やりたいな できるかな』『できるか

な やってみよう できたよ』 
○健康でたくましい心と体であればやる気を起こし何

事にも興味がもてるのではないか。 
仮説２ 学びを育てる環境 

『なになに？おもしろそう』『おもしろいな たのし

いな』『ふしぎだね しりたいな』 
○繰り返し遊べる場や没頭できる物的環境と励ましや

支えなどの人的環境により子どもたちの意欲をそそり、

遊びを展開していく力につながるのではないか。 
仮説３ 友だちづくり 

『みてみて』『ともだちっていいな』『ともだちってすごいな』 
○友だちと一緒に楽しめる遊びや発達に応じた遊びの環境により、心の葛藤を経て自

尊感情を育んでいくのではないか。 
３ 実践事例 

◎５歳児・仮説による事例から 
事例 子どもの姿 環境及び援助 考察 

仮説１『できるかな やって

みよう できたよ』◎プール

遊び「だって練習したもん」 

・友だちや教師の励ましがきっか

けとなり本児も努力をして顔つ

けができるようになった。 

・怖いという気持ちを受

け止めたり励ましたり

見守ったりする。 

・「顔つけ」は恐怖心を抑えることと息

を整えることとのバランスが必要で

あり励ましが頑張りにつながった。 

仮説２『ふしぎだね しりた

いな』◎泡遊び「ぎゅっとし

たんやで」 

・石けんを削る楽しさや泡作り、

色の変化や泡のきめ細かさに

こだわり作っていた。 

・いろいろ試せるような

材料道具を準備する。 
・泡の硬さや色の変化、水の量や道具

によっての泡の違いに気付いてい

た。 

仮説３『ともだちってすごい

な』◎泥団子作り 

「かたくなったで‼」 

・｢触らせて。固いしきれいやね」

「いいよ」と友だちの泥団子を

見せ合う。      

・子どもたちの発見やつ

ぶやきに耳を傾け、共

感する。 

・友だちのきれいな形や固さの泥団子

に憧れをもち、やりたい気持ちが出

始めた。 

東近江市立八日市幼稚園 

  

 

研究主題：健康でたくましい心と体を育み、友だちとともに育ち合う子どもをめざして 

      ～子どもたちのやる気を引き出すために～ 
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４ 幼児期の学びに向かう力を小学校へつなぐ取組 

  ◎教師間での幼児児童理解と課題に対する実践交流 
◎５歳児（幼保）と１年生の交流 

 
        話す聞く ～接続のためのねらいと援助～     〇ねらい ★援助          

     （一部抜粋） 
 
５ 研究の成果と課題 

◎成果 
仮説１ 主体的に取り組む姿勢とは 
・基本的な生活習慣を身に付けて園生活が送れることを基本とし、安定した生活を積み重ね、楽し

んで遊んだり友だちと生活したりすることで意欲的に過ごせるようになる。 
・強い心を育てるために、教師は遊びや取組を認め、結果にとらわれず過程を大切にすることで、

友だちとの違いを知り、自信をもって目標に向かい取り組めるようにしなければならない。 
仮説２ 学びを育てる環境とは 
・時期にあった素材や自然に触れる機会を充実させていくことにより、身近な環境が魅力的なもの

となり、繰り返し遊びを展開していける。没頭して遊ぶための時間や場所の保障と、様々な場で

の体験や遊びの経験を積むことが遊びを創り出す力につながる。 
・教師は、発達に応じた遊びを意識し、その時期の自然にふれる機会を逃さず子どもたちに働きか

け気付かせながら、教師自らも自然環境などを敏感に感じ取れる豊かな感性をもち、保育に生か

していかなければならない。 
仮説３ 友だちづくりとは 
・友だちと一緒に生活したり遊んだりする居場所があることで安定した関係が築け、思いを出し合

いながら相手の思いに気付き、試行錯誤しながら遊べるようになる。 
・教師は、一人ひとりの葛藤を乗り越えられるよう育ちを踏まえた受け止めをしていくことが大切

である。また、友だちを意識し協同した遊びにつなげるために、発見や気付きを伝え合う振り返

りの時間を充実させなければならない。 
◎課題 
・基本的な生活習慣を身に付けておくことは、意欲的に遊びに向かえる力であり、就学後の学習に

対する意欲につながっていることを保護者にも啓発する必要性がある。 
・多様な仲間と生活する中で、個々の姿や個性を大事に認め、一人ひとりが生かされる仲間づくり

に努めたい。 
・子どもたちは、日々の生活の中で、うまくいかなかった時に心の弱さが見られることもある。自

分たちで問題解決しながら乗り越える力を身に付けるための環境や教師の援助を見直していきた

い。 
・発達年齢に応じた遊びを優先してきたため異年齢との交流による遊びの育ちを見通せなかった。

今後は、環境を工夫し自然に交流できるように教師間の連携を図っていきたい。 
・互恵性のある交流となるよう、今後は園からも積極的に小学校へ働きかけていきたい。 

 ３歳児 ４歳児 ５歳児 １年生 
姿

勢

保 
持 
・ 
聞

き

方 

〇先生の近くに

集まり話を聞こ

うとする。 
★手遊びなどで

楽しい雰囲気を

つくり、話を聞く

姿勢につなげて

いく。 

〇いろいろな状況で

話が聞ける。 
 
★視覚支援や集中で

きる環境によって、話

が聞ける姿勢づくり

をする。 

〇聞く姿勢や話す人

を意識して聞く。 
 
★いろいろな体勢や

場所で聞けるように

環境や時間をつくる。 

〇よい姿勢「ぐーぺたぴん」を意

識する。 
〇話す人を見る。話す人におへそ

を向ける。 
★「ぐーぺたぴん」の合言葉を使

って、気付かせる。 
★話を聞く環境が整ったら話を

始める。 
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１ 主題設定の理由 

本園では、長時間テレビやゲーム機に向かっている子どもが年々増加し、人(友だち、教師など)

とコミュニケーションがうまく取れない傾向が見られる。そのため、自分の思いを相手に上手く伝

えられず、教師に依存する姿が見られる。また、園の様々な活動に対してやってみようとチャレン

ジする姿も見られるが、失敗をおそれて、消極的な子も多い。 

そこで、子どもたちが主体的に遊びに参加し、さらに友だちと共に遊びの楽しさを追求し遊び込

めるよう、教師が子どもの興味や関心に気付き、遊びが深まるように援助したり、子どもたち同士

が思考錯誤しながら、繰り返し遊べる環境を工夫したりする必要があると考え、本主題を設定した。 

  

２ 研究の方法 

 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
３ 実践事例 

  【発表会ごっこをしよう～Ａ児が自信をもった姿から～ (５歳児)】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

① 子どもたちが主体的になって遊ぶ姿を記録に取る。 
・園内研究会では、「やってみたい」「やってみよう」「もっとやってみ

たい」と感じる子どもの姿を記録に取り、全職員で共有する。また、

様々な視点から子どもの姿が読み取れるように、小グループに分かれ

て、よりよい援助や環境について探っていく。その後、全体でどのよ

うな意見が出たかを共通理解する。 
② エピソード記録と考察 
 ・各クラス、遊びのエピソードを記録に取る。まずは学年で話し合い、

考察し、環境や援助の良かった点や改善点をまとめる。その後、全職

員で再びエピソード記録の考察を行う。エピソードは、遊びの変化や、

個を追うなど、様々な視点から取っていく。 
 

②やってみよう 

  

いきいき 

 
意欲・好奇心・発見 

思考・共同・工夫 

 
11/24-12/7 

練習を重ねることで、発表会の見所を

堂々と発表することができるように

なった。 

教師は「それでいいんだよ。とても上

手だったよ。」と声をかけると、Ａ児

は笑顔を見せた。 

 
わくわく 

 
安心・安全・興味 

①やってみたい 

11/7-11/22 

自分たちで考えたダンスを取り入れる

ことで集中して取り組む姿が見られた。 

12/8 

発表会の翌日に発表会ごっこをすると、友だちに

教えてあげようとするＡ児の姿がみられた。「他

にもしたい人いないか、呼んでくるわ！」と大き

な声で言い、他のクラスの友だちにも声をかけに

行った。 

きらきら 

 

 

認め合う・自己発揮 

共通の目的・繰り返し、試行錯誤 

③もっとやってみたい 

Ａ児は好きなことには集中できるが、飽きてしまったり、面白さが感じられなかったりすると、

集中が持続しにくい姿があった。発表会を通して、本児が自ら面白さを見つけ、意欲的に取り

組むようになってきたことから、その変化を、段階を経て記録していくようにした。 

愛荘町立秦荘幼稚園 

 
研究主題：「自ら遊びに参加し、友だちと夢中になって遊べる子を目指して」 

～やってみたい、やってみよう、もっとやってみたい～  
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４ 幼児期の学びに向かう力を小学校へつなぐ取組 

（１）職員同士の交流 
・町の「志の教育」「五愛十心」を柱とし、アプローチカリキュラム・スタートカリキュラムの

作成を一緒に行う。 
・園内研・校内研の参観を積極的に行い、発達段階に応じた学びの芽生え・学びの基礎を探る

きっかけとする。 
（２）園児(５歳児)と児童の交流 
   ・音楽会のリハーサルを見に行き、園児はあこがれの気持ちをもち、１年生は年下の子に見せ

ることで、自信をもてるようにする。（６/９） 
・ドッジビーや工作を１年生に教えてもらうことで、園児は刺激を 
受け、１年生は思いやりの気持ちを育む。（１１/９） 

   ・５年生と学校探検を行い、小学校への期待を膨らませる。（２/１６） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
５ 研究の成果と課題 

（１）成果（○子どもの姿 ☆教師の支援、環境構成） 

 

 

 

 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

（２）課題  
・遊びにおいて、振り返りの時間がとても大切であることがわかった。今後も自分なりの言葉で、楽

しかったことや困ったこと、感じたことを伝えていけるようにしていく。また、興味や関心を多様

に広げていけるように、発達年齢に合わせた振り返りの仕方を探求していき、次の遊びにつなげて

いけるように努めたい。 

・教師がどんな経験をしてほしいのか、目的は何なのかを明確にすることで、子どもが夢中になって

遊び込める環境の再構成を日々行っていく。 

・小学校との接続は、この研究を通して、園内研究会・校内研究会相互に参加し合えたことで、小学

校の先生との連携が深まった。このことをステップとし、より具体的・計画的なアプローチカリキ

ュラム・スタートカリキュラムを進めていき、検証していく。 

やってみたい（わくわく） やってみよう（いきいき） もっとやってみたい（きらきら）

3歳児
○興味・関心・憧れの気持ちが生まれる

☆安心できる教師の存在や場所を作る

○年中児や年長児の遊びを模倣する

☆異年齢の交流を図る

○同じ遊びを、工夫しながら繰り返し楽しむ

☆教師に認めてもらうことで意欲へとつなげていく

☆子どもの思いや言葉を友だちにつないでいく

☆子どもたちが試せるように素材を用意しておく

4歳児
○安心できる教師・友だちと一緒に挑戦する

☆友だちの姿を回りに伝えていく

○自分なりに試したり工夫したりして遊ぶ

☆ヒントとなるような言葉かけや試せる環境づくり

をする

○友だち同士で会話して遊びを進める

☆子どもの願いを実現するための援助や工夫が

　 必要である

5歳児
○友だちに刺激を受けることで意欲がわく

☆友だちのことに目を向けられる声かけをした

　 り橋渡しをしたりする

○今までの経験を活かしてやってみようとする

☆友だちと相談・役割分担できる環境を作る

○友だちと試行錯誤しながら遊びを楽しむ

☆より本物に近い物が作れる材料を子どもたちと

    相談して準備し、意欲的に遊べるようにする
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